
土木技術者女性の会

＜会の目的＞

　　１．土木界で働く女性技術者同士のはげましあい。

　　２．土木界で働く女性技術者同士の知識の向上。

　　３．女性にとって魅力ある、働きやすい土木界の環境作り。

　　４．女性土木技術者の社会的評価の向上。

　　５．土木技術者をめざす女性へのアドバイス。

＜倫理規程＞

　会員は、会の目的を実現する際にあたって、下記の倫理規程を遵守するものとする。

　　１．会員は、会の目的に沿って、各々の良識のもとに、正しく品位ある行動をする。

　　２．会員は、所属組織を代表するものではなく個人の立場で会の活動に参加する。

　　３．会員は、会の活動において、業務上の利益に結びつけるいかなる行動も行わない。
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変わったこと，変わらないこと，そしてこれから．．．

事務局長　須田久美子

　最近，会の活動を通じて，女性の土木技術者を取り巻く環境が大きく変わったことを実感するできごと

が二つありました。

　一つ目は労働基準法の改正です。2006 年 6 月 15 日（木）に労働基準法第六十四条の改正を含む「雇

用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律及び労働基準法の一部を改正する法律

案」が第百六十四回通常国会において全会一致で可決され，成立しました。今回の労働基準法の改正にお

いて注目すべき点は，「女性の坑内労働」について妊産婦を除き全面的に禁止規定が撤廃されたことです。

これによって，「女性」として労働基準法内に項目立てて示されてきた禁止規定が全てなくなり，項目の

名称が「女性」から「妊産婦等」と改められたことも感慨深いことです。法律の面からも土木分野におけ

る男女共同参画の準備が整ったと言えます。労働基準法改正の動機付けには，労働者・使用者双方の要望

が必要であったわけですが，法律改正を強く要望し，法律改正の恩恵を受ける労働者が確実に存在するこ

とが示される必要がありました。これについては，土木技術者女性の会の果たした役割は非常に大きく， 

20 年以上に亘って着実に会員数を増やしながらしっかりと地道な活動を行ってきた実績を背景に，当会

が女性の坑内労働禁止の規制緩和を要望することで，法律改正を促す引き金になりました。

　二つ目は，2006 年 3 月末に発行された「Civil Engineer への扉 2006 年版」への反応です。一般紙に紹

介記事が掲載されるやいなや，100 件を超える注文が殺到しました。メールの普及も反応を敏感にした一

因と考えられますが，購入理由が千差万別で，土木の勉強をしている女子大生が就職活動の参考にしたい

というものや，女子高校生が進路選択に役立てたいというもの，土木に進学した娘や孫を心配したもの，

女性技術者を受け入れる企業の人事担当者が人材育成の資料にしたいというもの，現場見学会に参加する

中・高生に配布したいというもの，大学の先生が女子学生から受ける様々な質問に対して回答するための

参考書にしたいとするもの，など注文の動機が非常に明確です。これは土木系の大学の先生や土木関係者

からジワジワっと注文があった 1999 年版とは明らかに異なります。土木技術者を目指す女性が確実に増

えていて，また，企業側にもこれを受け入れていこうという前向きな姿勢があること，さらにこのような

動きを温かく見守ろうとする気持ちが伝わってきます。

　一方で，相変わらず，女性の技術者が職場に１人だけです，就職活動を始めましたが先生に相談に乗っ

てもらえません，と不安を抱えている女性がまだまだ多いこともわかりました。法制度の動向や建設業の

職場での具体的な運用状況など女性土木技術者を取り巻く労働環境に関する情報や，「Civil Engineer への

扉」のような様々な女性土木技術者のロールモデルに関する情報など，必要としている人に必要な情報を

伝えるにはどうしたらよいのか？　，真剣に考える時期がきているように感じます。

　まずは，「Civil Engineer への扉 2006 年版」を一人でも多くの必要としている人の手元に届けるところ

から始めたいと思います。いつか，“ 土木技術者 ” というだけで仕事のイメージを誰もが思い浮かべるこ

とができて，男も女も気にかけることなく職業選択ができるような時代に向けて，自分にできる確かな一

歩を踏み出したいと考えます。

巻頭言
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家事の工夫

北海道地区　秋元ゆき子

　家事・・・・私にとって家事という言葉は旦那さん

がいる人が使う言葉だと思っていた。

　だから、「家事で忙しい」という話を聞くとちょっぴ

りうらやましい気持ちになったものだ。

　残念ながら、旦那さんはできなかったが、子どもが

できたため、育児と共に、洗濯やら食事の支度、片付

けといった作業が増えた。それでも、やっぱり、家事

というほどのことはしていないと思う気もするが、家

事について何点かいてみようと思う。

　

　まずは食事の支度について。私の娘は保育園に通っ

ているため、昼と夜は食べてから帰ってくる。私が食

事らしい食事の支度をするのは、朝と日曜日だけだ。

まず日曜日の食事は土曜の夜から仕込み始め、煮物や

カレーライス、ハンバーグなど、娘の喜びそうなもの

をたくさん作る。当然余るので、それを保存して、月

曜日から水曜日くらいの朝ご飯にだす。木曜くらいか

ら土曜日の朝は主に、魚やゴボウ天など魚焼き機で焼

けるものを食べることにしている。魚焼き機はタイマー

で動くので、並べて、時間を設定しておけば勝手にで

きるので楽だ。みそ汁は毎日作るが、朝起きて、鍋に

水と昆布をいれ火にかけて、シャワーに入っている間

に、沸騰して、鰹ぶしをいれ、箸でちょっちょっと取

り除き、豆腐をいれて、あればネギをいれて最後に味

噌をいれるだけ。思い返してみると私が食事作　りに

費やしている時間は、週に３時間くらいだ。後かたづ

けはちょっとやっかいだが、食器洗い機にいれて片づ

けるだけだし、洗いたくないので、食器洗い機に入ら

ないサイズのものは最初から使わない。食器洗い機か

ら出てきたものは、拭かずに食器棚にいれる。熱湯で

洗うため、水きれがよいし、蓋をあけておけば乾くの

で問題なし。

　掃除は、課題が山積みである。私は、ちらかってい

ても平気なので、なかなか危機感がわいてこない。私

が今日は片づいていると思っていてもそこに友達が来

ると、「ちらかっているね・・・」という話になる。そ

こにきて娘は、保育園でしつけられてきているので、

使ったものは所定の場所に戻すし、散らかったり、埃

にはうるさいので、今は娘が住める程度に掃除をして

いる。「ものの置き場所を全部決めること」が最近の課

題であるが、置き場所を決めるスピードより、物が増

えるスピードが格段に速いためうまくいっていない。

　最後に洗濯は、「干す」と「たたんで片づける」があ

るが、どちらも、子どもと遊ぶ時間にすることにして

いる。遊びの一つとして、干す物を一枚ずつ子どもに

取ってもらい、つるしていく。たたむのも子どものた

ためる物は子どもにたたませる。たたむ早さを競うと

喜ぶ。

　う～ん！！書けば書くほど、家事らしい家事をやっ

てないなあぁと思うのだが、

　あえて、私のとっておきの家事の方法というならば

「なるべくやらないで済ませる。」ということだ。

特集　私の家事の工夫

～自慢したい家事の工夫、 家事分担の工夫 ( ・ 苦労？ ) ～

　働きながらもついて回ってくるのは日常の家事です。独身でも、結婚していても、

充電中の専業主婦でもそれは変わりません。掃除、洗濯、食事の支度など、いか

に毎日の家事をこなしているのか？家庭内での分担は？皆さんの工夫を聞きまし

た。そうか！っと膝を打つ工夫もあるかもしれません。是非参考にしてください。
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負ける負ける負けまくる

関東地区　山田留津子

　原稿依頼が来てまず何を思ったかって、「工夫してる

とかコツがあるとかそんなんであればこうも長い間専

業主婦にとどまってはいないだろう？」でした。自覚

しています。突っ込まないように。

　そう言えば、と、もう３年前になるかしら長男の小

学校の総合学習で「専業主婦の生活について話してく

れる人募集」にほいほい手を挙げた時の事を思い出し。

確かあの時は「毎日毎日さぁメシだ、ってーと１つは

普通に１つは冷まして１つは更にそれを細かく刻んで、

しかも同時に並べるんだよ、大変なんだよ！君らも多

少の事はてめえでしろよ！」とか「分母は１のままで

分子が２、３、４、５と増えてしかもどれもよく食べ

るから、独身時代よりお金がないのは必然なのだ！そ

こで ” お金掛けるな、手間掛けろ ”。さぁ皆で言ってみ

よう♪」とか「社会的地位はとても大切なのだが、悪

いがこれについてはタダでは喋れない！」とかそのよ

うなレベルで小３をケムに巻いて結構ウケたんだった

わ。

　まぁ実際あの頃は結構大変だったかも・・・えーと、

８才３才０才だったか。それに比べりゃ今は大分ラ

ク・・・な筈なんだけど、あんまり明確な差異を感じ

ないのは、人間ってなぁそういうものなのだろうなぁ

（何？）。

　まぁそれでお題の工夫だ。「手抜き」。身も蓋もない

わね。私の場合は “ 毎日の料理 ” と “ 毎日の洗濯 ” は決

して譲れない線なので、必然的に “ 死にはしないわよ

お掃除 ” と “ いつかきっと夜明けは来るのよお片付け ”

になるかなー。ま、客も来ないし。いや、散らかって

るから呼べないという説もあり。鶏が先か卵が先か。

考えない考えない。大切なのは毎日をまがりなりにも

回して行く事よ。当たり前か。

　ふと。工夫それは即ち「負ける」事。と思い当たる。

思い起こせば若い頃（遠い目）、一生懸命粉石鹸使って

たのよねぇ。いや、頑張ったのよ！頑張ったんだけど、

ふと手を出してしまった「漂白剤ｉｎ」とかそういう

ののまぁニオイまでよく落ちる事ったらさ。以来すっ

かり負けまくりである。ケミカルってビバだなぁ。いや、

それはそれでそうなんだけど！

　あと負けたものと言えば食器洗い機。これも、「そん

なものの導入は私のプライドに賭けて！」とか言って

たけど、負けてみたらやはりビバでした。購入検討中

の方、何しろビバですよ～。副産物として家庭も平和

に（謎）。

　他に、今は負けてないけどいつかきっと近い内に負

けるであろうという確信があるのは、レンジでチンす

る冷凍食品かなぁ。厳密に言えばレンジであろうとな

かろうと冷凍食品そのものが負けなんだけどねぇ。餃

子とか。コロッケとか。ホットケーキなんか買い出し

たらもう完全に負けかも。

　多少周囲にリサーチを掛けてみたら、ケミカル洗剤

に負けた冷凍食品に負けたに混じって、部屋干しに負

けた、という層がいました。干して干して一日干して、

もうそこからそのまま取ってって頂戴、って事かな。

あんまり突っ込めなかったけど。

　ちなみに我が家は、干しに関しては除湿機に負けて

ます。除湿機と扇風機のダブル使い。あな恐ろしや。

購入検討中の方、除湿機もビバですよ～。どうせ買う

ならハイパワーのヤツをね～。あぁあぁ、負けてい

る・・・。

　家事じゃないけど、美容院でヘアカラー、ってのも

負けてみたいようなものの一つかも。それと携帯電話

（まだ負けてません！）。
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我が家が一番

中部地区　中西利美

　「家事とは？」をインターネットで検索してみました。

その中に “ 家事労働についてお伺いします ” と①炊事、

②掃除、③洗濯の３点について尋ねていました。私も

我が家の家事をこの３点にしぼって振り返ってみたい

と思います。

　私は、家事を真剣に捉えたことがありません。優れ

た母親（専業主婦）を持ち、幼い頃から家の中を一日

中動き回り働いていた母の姿が目に焼き付いてます。

私も将来主婦になったら職業に就くつもりだし、両立

できるかな？と心配でした。そんな娘に母親は、“ 全部

完璧にしようと思わないこと。体を壊しては元も子も

ないから。まず、皆が健康で頑張れるよう食事だけは

作りなさい。洗濯は、今は洗濯機があるから任せなさい。

アイロンは、忙しい時期はクリーニングに出しなさい。

掃除は、生活空間が清潔であれば隅にごみが溜まって

いても普段はやり過ごす。時間ができたときにしっか

りやりなさい。兎に角主婦が健康でなきゃダメ。ダメ

主婦でもいいから明るく清潔に心がけること。少々家

が汚くても家が一番と言ってもらえるように。” と。生

前、娘が手抜きをできるようにと、食材や便利グッズ

等を送ってくれたのが懐かしく思い出されます。

　そこで、主婦になった私は、家族がいる時に掃除機

をかけるのが嫌なので日曜日の午前中、夫に子供を外

に連れ出してもらい一人になる。これが快感で、パジャ

マのままで心置きなく一週間の洗濯（大物）、掃除と奔

走する。家族が出掛けた時の状態と、遊んで帰ってき

た時の家の掃き清められた爽快感とのギャップに、夫

は、「きれいになった！！」と、息子は、どろどろの体

で「きれいだ！気持ちいい！」と言って転がりまわる。

これが家族の笑顔の基であり、私の家事へのご褒美で

あり、また次回も頑張るぞ！！と、やる気に繋がります。

一方、炊事ですが、チャレンジの好きな私は、仕事で

美味しいものをご馳走になった時の味を家で工夫して

作ってみたり、残業で帰りが遅かったり子供がお腹を

すかせている時に手早く作る必要があるので、手早く

調理するための無水鍋、電子レンジ、容器など新しい

物に手を出し使ってみます。しかし、８割の器具は最

初だけで、“ その内何処かへ ” の物が多いです。結局の

ところ、無水鍋と普通の調理器具で自然の食材と香辛

料とで調理したものが家族に好評で、「またあれと同じ

ものを作って」と言われます。ここで、私の料理はお

姑さんにも好評なのですが、料理の名前が付かない。

プロは何回作っても同じものを作ることができるので

すが、私には食材も味もその時々で同じ物ができませ

ん。家族にとっては、名前の付かない同じ物が二度と

できないことが面白くまた楽しみと。このことが私の

料理へのチャレンジをやめさせない要因の一つなので

しょうね。

　現在、息子は一人暮らしを始め自炊生活をしており

ます。母親のすることを見ていたらしく、掃除・洗濯

そして毎日の朝・夜食を作り食べているようです。ま

だ栄養のバランスまでは無理なようですが（よく風邪

を引きます）。また私も息子に便利グッズや、食材をこ

まめに送っています。それを見て夫やお姑さんは、「母

親に似てきたね」と。

　最後に、私の家事は、自分だけの生活でも必要であり、

ついでに家族の分を行っていると思うことにしていま

す。家族が「手伝おうか」と言った時は、喜んで手伝っ

てもらいます。この時に「いいよ。私がやるから」と言っ

てしまうと、知らないうちに「何も手伝ってくれない・・」

と愚痴を言う羽目になりますよ。また、役割や当番を

決めていると、義務を果たすために家事をするという

気分になり面白くなく長続きしません。したがって我

が家は、家事の役割分担はしておりません。これからも、

ダメ主婦で家族が「我が家が一番」と言って帰ってき

たくなるような家事を気長にしていくつもりです。
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岩
いわかみ

上　木
ゆ う こ

綿子　所属：（株）CTI サイエンスシステム

○㈱ CTI サイエンスシステムの岩上木綿子と申します。　5 年ほど前に見学会に 2 度ほど参加させていただいたので

　すが、入会もせず、今年で入社 6 年目となりました。今回、岩本さんにお誘いいただいて、先日の総会に参加しま

　した。遅ればせながら入会させていただきたいと思います。　見学会が、いつもは見られない現場を見ることができ、

　とても面白かったと記憶しています。また見学会に参加できるのを楽しみにしております。　どうぞよろしくお願

　いいたします。　

▽東京電機大学　　■土木学会第Ⅱ部門　　　　　　　　　　　　　　　　　（2006 年 6 月 24 日入会）

＜中部地区＞
山
やまもと

本　恵
え り こ

理子　所属：金沢工業大学大学院工学研究科

○はじめまして。金沢工業大学大学院修士 1 年の山本です。大学院では環境土木工学を専攻しております。研究室は

　コンクリート研究室に所属しております。修士 1 年生ということで、これから本格的に就職活動の時期となってき

　ております。私は、なんらかの形で土木に携わった仕事をしていきたいと考えております。社会で活躍しておられ

　る女性土木技術者の方のご意見を伺い、土木界で働く上で是非とも参考にさせていただければと思います。自己紹

　介文ということで、何を書いたらよいのか迷いました。乱筆乱文お許しください。

■土木学会第Ⅴ部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2006 年 1 月 14 日入会）

＜関西地区＞
田
た は た

畑　美
み き

紀　所属：山口大学大学院

○現在，大学院でコンクリートの勉強をしています．土木は，女性にとってなかなか厳しい業界と聞きます．しかし，

　私は将来できる限り土木という仕事に携わっていければと思っております．まだ知らない事も多いので，女性土木

　技術者として活躍される先輩方のお話や，状況など，勉強させていただきたいと思って入会しました．よろしくお

　願いします．

■土木学会第Ⅴ部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2005 年 8 月 5 日入会）



「輪」への投稿は地区編集担当へ、

その他、お問い合わせ、ご意見は、事務局まで、お願いします。

　　　　〒 107-8502　東京都港区赤坂６－５－３０

　　　　　　　　　鹿島建設株式会社　土木設計本部　須田久美子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 03-6229-6654

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX 03-5561-2156

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail  suda@kajima.com

輪（りん）　2006 年夏号（第４４号）

2006 年 7 月 20 日発行

土木技術者女性の会

The Society of Women Civil Engineers

◇◇◇　編 集 後 記　◇◇◇
　総会の直前に急遽決定された３年ぶりの「輪」内輪版。各地区の編集委員や短い期間で原稿を執筆

してくださった会員の協力で、何とか発行にこぎつけました。テーマは「私の家事の工夫」、みなさ

んそれぞれの家事の工夫は参考になりましたか？

　分担してくれる家族もいない一人暮らしの私には、「どうすれば手抜きができるか・・・」の一言

につきるテーマです。やらなければならないことから優先に・・・、ということで、１に洗濯、２に

ごみ捨て、３～４が無くて 5に掃除でしょうか？食事の支度にいたっては朝食以外はすべて外食と

いう体たらく。冷蔵庫の中を占めているのは缶ビールです。（苦笑）

　寄せられた原稿を読みつつ、こんなずぼらな生活から脱却しなければ・・・と思いつつも、もって

生まれた性格はなかなかなおらない、まだまだしばらくはこんな生活が続くのでしょうね。

　さて、次号は、「総会特集号」です。見学会、分科会などの総会の報告のほか、「お奨めのこの１冊」

のテーマでお届けします。

　

「輪」第 44 号　編集担当

　　編集長　　　中村恭子

　　北海道地区　秋元ゆき子

　　関東地区　　田村裕美

　　中部地区　　小畑敏子

　　関西地区　　小林千恵
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